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1959年～
戦後の好景気
朝鮮戦争による特需景気のな
か、精麦・精米に不可欠なボイラ
の入手が困難になりました。

1965年～
高度経済成長
急速に発展する日本経済のな
か、安くて使いやすいボイラの需
要が高まりました。瀬戸内では
造船所向けの舶用補助ボイラの
需要が高まりました。

1972年～
石油危機
オイルショックが起こり、時代は
「省エネ」へ。ボイラにも「使いや
すさ」「低価格」に「高効率」がキー
ワードに加わりました。

1987年～
モノからサービスへ
日本はバブル期に。経済全体に
ゆとりが生まれ、技術競争だけ
でなく、さらなる付加価値が求め
られるようになりました。

2000年～
地球温暖化問題
1997年、地球温暖化に対する
国際的な取り組みのための国際
条約「京都議定書」が採択され、
CO2削減などの技術ニーズが高
まりました。

2008年～
新興国の工業化
環境対策が全世界的に求められ
る時代となり、企業のグローバル
展開がより一般的になりました。

2014年～
環境経営、SDGsへの取り組み
SDGs（持続可能な開発目標）が2015年に国連サミットで採択されて
以来、国や地方自治体、民間企業などあらゆるステークホルダーが一
体となって、サステナブルな社会の実現に向けた動きが加速しています。

時代背景と社会的課題・ニーズ

1967
舶用補助ボイラで
業界進出

1968
スローガン
「世界一安くて
良いボイラを創ろう」

1969
ZM契約
（有料メンテナンス
点検制度）の開始

ミウラのステージヒストリー

ボイラ事業草創期 ボイラ事業開花期 ボイラ事業発展期 ボイラ事業成長期／
多角化事業草創期

ベストパートナー戦略と
多角化事業の成長

トータルソリューションと
事業のグローバル化強化 トータルソリューションのグローバル展開

メンテナンスサービスの成長とともに
事業を拡大

ミウラの特長
価値創造の軌跡

売上収益
（億円）

SQ-2000ZS

1959
株式会社三浦製作所を設立

1972
ZMP契約
（3年間有償保守管理制度）
開始

1971
ボイラ薬品製造開始

1977
MI（小型ボイラ多缶設置）システムを
商品化

1978
商号を
三浦工業株式会社に
変更

小型貫流蒸気
ボイラZP型

水素燃料ボイラ
SI-2000AS-H2

1960
小型貫流蒸気
ボイラ販売開始

1991
三浦環境科学研究所を新設
1996
ZISオンラインシステムWindows版を開発

1999
メンテ行動支援・技術支援システム
「MATシステム」の開始

2001
メンテナンス担当者へ
モバイル端末の導入

SQ-7000Z

2009
高圧・大容量の
多管式貫流蒸気ボイラ
SQ-7000Zを発売

2019
MEIS CLOUD®の
発売

2017
水素燃料の貫流蒸気
ボイラをラインアップ

2014
海洋生態系保全の
ためのバラスト水処理
装置を発売

海外展開 1982年以降、アジア・米州などへの
海外事業展開を開始

2004年
2008年
2008年
2009年

蘇州に子会社を設立
米国に子会社を設立
シンガポールに子会社を設立
インドネシアに子会社を設立

製造 販売

製造 販売

製造

販売

2011年
2012年
2014年
2015年
2019年
2023年

メキシコに子会社を設立
ブラジルに子会社を設立
タイ、オランダに子会社を設立
トルコに子会社を設立
香港、マレーシアに子会社を設立
バングラデシュに子会社を設立

製造 販売

販売

販売

販売

販売

販売

1982年
1987年
1988年
1991年
1993年

韓国に子会社を設立
カナダに合弁会社を設立
台湾に子会社を設立
米国に子会社を設立
上海に合弁会社を設立

製造 販売

製造 販売

製造 販売

製造 販売

販売
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2009
三浦オンライン
メンテナンスシステム
（MOM）の導入

2023年3月期実績
売上収益1,583億円

1989
24時間・365日対応の
ZISオンラインメンテナンス開始

1987
スローガン
「未来を拓くテクノサービス」

1986
食品加工機器の販売開始

1988
AI搭載ボイラ発売

2004
業界初の低NOx25ppm未満を
達成した蒸気ボイラを発売
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